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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成22年5月13日(2010.5.13)

【公開番号】特開2008-250082(P2008-250082A)
【公開日】平成20年10月16日(2008.10.16)
【年通号数】公開・登録公報2008-041
【出願番号】特願2007-92753(P2007-92753)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ   5/14     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   5/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ   5/14    １０１Ｄ
   Ｇ０３Ｇ   5/06    ３１４　

【手続補正書】
【提出日】平成22年3月29日(2010.3.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　導電性支持体と、該導電性支持体上の中間層と、該中間層上の電荷発生層とを有する電
子写真感光体を製造する方法において、
　下記式（Ｂ）で示される繰り返し単位を有する樹脂及びヒドロキシル基を含有する電子
輸送性化合物を含む塗工液を塗布した後、これを加熱することによって、該中間層を形成
することを特徴とする電子写真感光体の製造方法。

【化１】

【請求項２】
　前記ヒドロキシル基を含有する電子輸送性化合物が、下記式（１１－１）、（１１－２
）、（１１－３）、（２１－１）、（２１－３）、（３１－１）、（３１－４）、（４１
－２）又は（４１－３）で示される化合物である請求項１に記載の電子写真感光体の製造
方法。
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【化２】

【請求項３】
　前記式（Ｂ）で示される繰り返し単位を有する樹脂が、２－イソシアナトエチルメタク
リレートとスチレンとの共重合体であり、前記式（Ｂ）で示される繰り返し単位を有する
樹脂における前記式（Ｂ）で示される繰り返し単位の共重合比が、１０モル％以上９０モ
ル％以下である請求項１又は２に記載の電子写真感光体の製造方法。
【請求項４】
　前記式（Ｂ）で示される繰り返し単位を持つ樹脂の重量平均分子量が、１０００以上２
０００００以下である請求項１乃至３のいずれか１項に記載の電子写真感光体の製造方法
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】電子写真感光体の製造方法
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、電子写真感光体の製造方法に関する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１



(3) JP 2008-250082 A5 2010.5.13

【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明の目的は、感光層のはじき、ムラを生じず、低温低湿下における電位変動の抑制
、及び、優れた画像を継続して形成し得る電子写真感光体の製造方法を提供することにあ
る。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　本発明に従って、導電性支持体と、該導電性支持体上の中間層と、該中間層上の電荷発
生層とを有する電子写真感光体を製造する方法において、
　下記式（Ｂ）で示される繰り返し単位を有する樹脂及びヒドロキシル基を含有する電子
輸送性化合物を含む塗工液を塗布した後、これを加熱することによって、該中間層を形成
することを特徴とする電子写真感光体の製造方法が提供される。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
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【化１】

【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　本発明によれば、感光層のはじき、ムラを生じず、低温低湿下における電位変動の抑制
、及び、優れた画像を継続して形成し得る電子写真感光体の製造方法を提供することが可
能となった。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　以下、本発明の電子写真感光体の製造方法について詳細に説明する。
【手続補正１７】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　本発明に用いられる中間層は、下記式（Ｂ）で示される繰り返し単位を有する樹脂及び
ヒドロキシル基を含有する電子輸送性化合物を含む塗工液を塗布した後、これを加熱する
ことで形成される。式（Ｂ）で示される繰り返し単位を持つ樹脂は、スチレン、メチルメ
タクリレート、ベンジルメタクリレート等のビニルモノマーとの共重合体であってよい。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　これら式（Ｂ）で示される繰り返し単位を持つ樹脂における、繰り返し単位の共重合比
は１０モル％以上９０モル％以下が好ましく、樹脂の重量平均分子量は１０００以上２０
００００以下であることが好ましい。上記範囲外であると、感光体のはじき、ムラの発生
及び電位の変動が大きくなる。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２５】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
　また、ヒドロキシル基を含有する電子輸送性化合物は、下記式（１１）、（２１）、（
３１）又は（４１）に示されるヒドロキシル基含有化合物が好ましい。
【手続補正３４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６０
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６０】
　また、上記式（１１）、（２１）、（３１）又は（４１）で示されるヒドロキシル基含
有化合物は、サイクリックボルタンメトリーの還元電位測定（アセトニトリル溶媒、支持
電解質：テトラブチルアンモニウムパークロレート、作用極：白金電極、掃印速度：５０
ｍＶ／ｓ）において還元ピークが観測されるものが好ましい。より好ましくは還元ピーク
及び酸化ピークの両ピーク電流値の比が７０％から１３０％と同等である化合物である。
【手続補正３５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６１】
　式（１１）、（２１）、（３１）又は（４１）で示されるヒドロキシル基含有化合物は
電子輸送性化合物であり、中間層全体に対して５質量％以上９５質量％以下が好ましい。
より好ましくは１０質量％以上８０質量％以下の範囲、更に好ましくは３０質量％以上７
０質量％以下である。
【手続補正３６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６３】
　次に、上記式（１１）、（２１）、（３１）又は（４１）で示されるヒドロキシル基含
有化合物における電子輸送性化合物の例を、表１に挙げるがこれらに限定されるわけでは
ない。
【手続補正３７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２３】
　（実施例１２～実施例１４）
　表２で示した電子輸送性化合物で中間層を作製した以外は、実施例５と同様にして電子
写真感光体を作製し、評価した。結果を表２に示す。
【手続補正３８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２９】
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【表５】

【手続補正３９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３０】
　（実施例１５～実施例２７）
　表３で示したような樹脂比率、電子輸送性化合物で中間層を作製した以外は、実施例１
と同様にして電子写真感光体を作製し、評価した。結果を表３に示す。
【手続補正４０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３６】
　（実施例３３）
　中間層に用いる電子輸送性化合物を下記式（５０）－１に示される化合物に変えた以外
は、実施例１９と同様にして電子写真感光体を作製し、評価した。結果を表３に示す。
【手続補正４１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３８】
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　（比較例５）
　中間層に用いる電子輸送性化合物を下記式（５０）－２に示される化合物に変えた以外
は、実施例１９と同様にして電子写真感光体を作製し、評価した。結果を表３に示す。
【手続補正４２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４０】
　（比較例６）
　中間層に用いる電子輸送性化合物を下記式（５０）－３に示される化合物に変えた以外
は、実施例１９と同様にして電子写真感光体を作製し、評価した。結果を表３に示す。
【手続補正４３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４２】
【表６】
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